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1・2 2 ○ 8

1・2 2 ○ 1

1・2 2 ○ 1

1・2 2 ○

1・2 2 ○ 8

－ 2 8 0 8 0 0 0 0

1・2 2 ○ 1

1・2 2 ○ 1

1・2 2 ○ 1

1・2 2 ○ 1

1・2 2 ○ 1

1・2 2 ○ 1 1

1・2 2 ○ 1

1・2 2 ○ 2

1・2 2 ○ 2

1・2 2 ○ 1

1・2 2 ○ 1 1

1・2 2 ○ 1 1

1・2 2 ○ 2

1・2 2 ○ 1

1・2 2 ○ 2 1

1・2 2 ○ 1

1・2 2 ○ 1

1・2 2 ○ 1 1

1・2 2 ○ 1

1・2 2 ○ 1

1・2 2 ○ 1

1・2 2 ○ 2

1・2 2 ○ 1

1・2 2 ○ 1

1・2 2 ○ 1 1

1・2 2 ○

0 52 0 7 5 1 0 0

1・2 10 ○ 8

－ 10 0 0 8 0 0 0 0

－ 12 60 0 8 5 1 0 0
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小計　（２６科目）

生活支援工学演習

生
活
健
康
支
援
学

健康支援学特別研究

別記様式第２号（その２）

基
礎
科
目

授業形態

教育課程等の概要

（健康支援学研究科　健康支援学専攻（Ｍ））

生体構造科学特論

配当年次

小計　（５科目）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

社会支援行動学特論

健康支援学特論

生体機能科学特論

授業科目の名称 備考

単位数 専任教員等の配置

－

学位又は学科の分野 保健衛生学

小計　（１科目）

合計　（３２科目）

学位又は称号 修士（健康支援学）

授業期間等

１時限の授業時間

１学期の授業期間
必修科目１２単位、選択必修科目８単位を含む、計３０単位以上を修得し、かつ必要
な論文指導を受けた上で、本大学院が行う修士論文の審査及び最終試験に合格するこ
と。

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法

２学期

１５週

９０分

１学年の学期区分

医療福祉支援学特論

精神健康支援学特論

生活行動科学演習

スポーツ健康支援学演習

運動健康支援学特論Ⅰ

スポーツ健康支援学特論Ⅱ

スポーツ健康支援学特論Ⅰ

生活支援工学特論

運動器障害系リハビリテーション学特論Ⅱ

運動器障害系リハビリテーション学特論Ⅰ

運動器障害系リハビリテーション学演習

病態運動学リハビリテーション学特論Ⅰ

生活行動科学特論Ⅱ

生
活
行
動
科
学

医療安全管理学特論

認知障害系リハビリテーション学特論Ⅰ

認知障害系リハビリテーション学特論Ⅱ

認知障害系リハビリテーション学演習

発達障害系リハビリテーション学特論Ⅰ

運動健康支援学特論Ⅱ

運動健康支援学演習

発達障害系リハビリテーション学演習

障
害
予
防
支
援
学

病態運動学リハビリテーション学演習

科目区分

発達障害系リハビリテーション学特論Ⅱ
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シ
ョ

ン
学

運
動
器
障
害
系

認
知
・
発
達
障
害
系

病態運動学リハビリテーション学特論Ⅱ

健康支援学研究法

生活行動科学特論Ⅰ
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